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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】設定保存データの登録後のデフォルト値の変更
があっても、設定保存データを呼び出して実行したジョ
ブの出力が、使用者の所望する出力となるようにする。
【解決手段】表示入力装置は、入力部（操作パネル２）
と、現在の設定値を示す現在値データと、それぞれの設
定値のデフォルト値を定めたデフォルト値データと、登
録時のそれぞれの設定値とデフォルト値から変更された
か否かを示すデータを含む設定保存データとを記憶する
記憶部６と、呼び出された設定保存データの登録時にデ
フォルト値から変更されずに登録された設定値であって
現在のデフォルト値と異なる設定値を抽出し、抽出設定
値の登録時の値と現在のデフォルト値を表示部に表示さ
せ、使用者に選択された値と、抽出設定値以外の設定値
については設定保存データに定義された設定値とを、現
在値データに書き込む制御部５と、を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示を行う表示部と、
　使用者による入力を受け付ける入力部と、
　それぞれの設定項目の現在の設定値を示す現在値データと、それぞれの設定項目の設定
値のデフォルト値を定めたデフォルト値データと、呼び出すことにより設定状態を再現す
るためのデータであって、それぞれの設定項目の登録時の設定値が定義されるとともに、
それぞれの設定値が登録時のデフォルト値から変更された設定値であるか否かを示すデー
タを含む設定保存データとを記憶する記憶部と、
　前記設定保存データを呼び出す操作が前記入力部になされたとき、呼び出された前記設
定保存データの設定値のうち、前記設定保存データの登録時にデフォルト値から変更され
ずに登録された設定値であって現在のデフォルト値と異なる設定値を抽出し、設定値を抽
出できなかったとき、前記設定保存データに定義されたそれぞれの設定値を前記現在値デ
ータに書き込むことにより前記設定保存データの登録時の設定状態を再現し、設定値を抽
出できたとき、抽出された設定値である抽出設定値の登録時の値と現在のデフォルト値を
前記表示部に表示させ、前記抽出設定値の登録時の値と現在のデフォルト値のうち前記入
力部への操作により使用者に選択された値と、前記抽出設定値以外の設定値については前
記設定保存データに定義された設定値とを、前記現在値データに書き込む制御部と、を含
むことを特徴とする表示入力装置。
【請求項２】
　前記入力部は、通信可能に接続されたサーバーに記憶された前記設定保存データを呼び
出す操作を受け付け、
　前記制御部は、前記サーバーから得られた前記設定保存データの設定値のうち、設けら
れていない設定項目の設定値である使用不可設定値を抽出し、抽出された前記使用不可設
定値がないとき、前記サーバーから得られた前記設定保存データに定義されたそれぞれの
設定値を前記現在値データに書き込むことにより前記設定保存データの登録時の設定状態
を再現し、前記使用不可設定値を抽出したとき、抽出された前記使用不可設定値を前記表
示部に表示させ、続けて、前記使用不可設定値を無効とする入力が前記入力部になされた
とき、前記設定保存データのうち、前記使用不可設定値以外の設定値を前記現在値データ
に書き込むことを特徴とする請求項１に記載の表示入力装置。
【請求項３】
　前記入力部は、設定項目を選択する入力と、選択した設定項目の設定値を設定する入力
と、前記設定保存データを新たに登録する旨の登録入力を受け付け、
　前記制御部は、前記入力部が前記登録入力を受け付けたとき、前記現在値データを前記
設定保存データとして前記記憶部に記憶させることを特徴とする請求項１に記載の表示入
力装置。
【請求項４】
　前記入力部は、設定項目を選択する入力と、選択した設定項目のデフォルト値を変更す
る入力を受け付け、
　前記制御部は、デフォルト値を変更する入力がなされたとき、変更後の値となるように
デフォルト値データを前記記憶部に更新させることを特徴とする請求項１乃至３の何れか
１項に記載の表示入力装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の表示入力装置を含むことを特徴とする画像形成装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種設定値の設定を受け付ける表示入力装置に関する。また、この表示入力
装置を含む画像形成装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　複合機、複写機、ファクシミリ装置、プリンターのような画像形成装置には、ジョブの
種類（機能）の選択、設定項目の選択、設定値設定のため、表示入力装置が設けられるこ
とがある。そして、設定する頻度が高い設定値があるとき、簡単な操作で設定できれば、
便利で有る。特に、複数の設定値を組み合わせて設定する頻度が高いとき、簡単な操作で
複数の設定値の組合せを一気に設定できれば、非常に便利である。そこで、使用頻度の高
い設定値が設定された状態（条件）を登録できるようにすることがある。これにより、登
録した条件を呼び出すだけで、登録時の設定状態が再現される。
【０００３】
　このような画像形成条件を登録できる画像形成装置の一例が特許文献１に記載されてい
る。具体的に、特許文献１には、ジョブメモリにジョブ（画像形成条件）を登録し、登録
されたジョブを表示部にアイコン表示し、ジョブが登録された場合、表示手段は、表示指
令に従って登録されたジョブのアイコンを自動的に表示する画像形成装置が記載されてい
る。この構成により、必要な登録を可能とするとともに、登録ジョブの選択を迅速に行え
るようにしようとする（特許文献１：請求項８、請求項９、段落［００９３］）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２２３０７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　画像形成装置に装着される表示入力装置では、設定項目のそれぞれにデフォルトの設定
値が予め定められる。
【０００６】
　一方、上述のように、画像形成装置の表示入力装置では、使用者により設定値が設定さ
れた状態（条件）を登録できるようにすることがある（「プログラム機能」と称される場
合がある）。使用者は、設定項目の選択と所望の設定値を定める操作を繰り返し、表示入
力装置を、所望の出力が得られるように設定値が設定されている状態とする。そして、使
用者は、登録指示を行う。これにより、設定状態が登録される。例えば、印刷でのトナー
使用量を通常よりも減らすエコプリントと、複数ページの内容をまとめて１ページ内に印
刷する集約印刷と、を行う結果が得られる設定状態を登録したいとき、使用者は、「エコ
プリント」の設定値を「ＯＮ」とし、集約印刷の設定値を「２ｉｎ１」または「４ｉｎ１
」とし、その後、登録をする。
【０００７】
　設定状態の登録では、使用者が設定した設定値だけではなく、設定していない設定項目
のそれぞれの設定値もあわせて記憶する場合がある。具体的には、使用者の操作によって
デフォルト値から変更された設定項目は使用者により設定された設定値を、デフォルト値
から変更されていない設定項目についてはデフォルト値を記憶するようにして、設定状態
（設定保存データ）を記憶することがある。使用者は、所望する出力が得られるように設
定状態を作り上げ、それから登録する。そのため、使用者は、デフォルト値に関しては登
録した感覚がない、又は、極めて薄い。
【０００８】
　そして、設定状態の登録後、デフォルト値が変更されたことにより、登録した設定状態
を呼び出してジョブを実行しても、使用者の所望の結果が得ることができない場合がある
という問題がある。
【０００９】
　例えば、コピーに関し、設定状態の登録時、両面印刷の設定項目のデフォルト値が「両
面印刷しない（ＯＦＦ）」であったとする。そして、会社の方針のような事情で、両面印
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刷のデフォルト値が「両面印刷する（ＯＮ）」に変更された後、設定状態を呼び出してコ
ピーを実行した場合、記憶された全設定項目のそれぞれの設定値に基づき設定状態が再現
されるので、呼び出し後、そのまま印刷を実行すると、両面印刷されていない印刷物が出
力される。現在のデフォルト値どおりに、両面印刷された印刷物を得たかった使用者にと
っては、意図しない（所望しない）出力がなされる結果となる。使用者は、デフォルト値
で登録された設定項目について設定したという感覚がない。そのため、設定状態の呼び出
し後、デフォルト値が変更された設定項目を確認すべきことに気がつかない。一方で、変
更前のデフォルト値が適用された出力を得たい場合もあり、デフォルト値で登録された設
定項目について現在のデフォルト値を一律に適用することも好ましくない。
【００１０】
　尚、特許文献１記載の技術では、登録ジョブ（設定状態）でデフォルトから設定値が変
更された設定項目を示すアイコンを表示して、登録ジョブの内容を理解しやすくし、使用
者が呼び出したい登録ジョブを見つけやすくするわかりやすくする。しかし、登録ジョブ
を登録するときに何を記憶するか、設定状態の登録後にデフォルト値の変更がなされたと
きどのように対応するかの記載がない。従って、上記の問題を解決できない。
【００１１】
　本発明は、上記従来技術の問題点に鑑み、設定状態（保存したそれぞれの設定値のデー
タ）の登録後のデフォルト値の変更があっても、設定保存データを呼び出して実行したジ
ョブの出力が、使用者の所望する出力となるようにする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題解決のため、請求項１に係る画像形成装置は、表示を行う表示部と、使用者に
よる入力を受け付ける入力部と、それぞれの設定項目の現在の設定値を示す現在値データ
と、それぞれの設定項目の設定値のデフォルト値を定めたデフォルト値データと、呼び出
すことにより設定状態を再現するためのデータであって、それぞれの設定項目の登録時の
設定値が定義されるとともに、それぞれの設定値が登録時のデフォルト値から変更された
設定値であるか否かを示すデータを含む設定保存データとを記憶する記憶部と、前記設定
保存データを呼び出す操作が前記入力部になされたとき、呼び出された前記設定保存デー
タの設定値のうち、前記設定保存データの登録時にデフォルト値から変更されずに登録さ
れた設定値であって現在のデフォルト値と異なる設定値を抽出し、設定値を抽出できなか
ったとき、前記設定保存データに定義されたそれぞれの設定値を前記現在値データに書き
込むことにより前記設定保存データの登録時の設定状態を再現し、設定値を抽出できたと
き、抽出された設定値である抽出設定値の登録時の値と現在のデフォルト値を前記表示部
に表示させ、前記抽出設定値の登録時の値と現在のデフォルト値のうち前記入力部への操
作により使用者に選択された値と、前記抽出設定値以外の設定値については前記設定保存
データに定義された設定値とを、前記現在値データに書き込む制御部と、を含む。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、設定状態（設定保存データ）の登録後、デフォルト値の変更があって
も、設定保存データを呼び出して実行したジョブの出力結果は、使用者が所望するものと
なるような表示入力装置、画像形成装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態に係る複合機の一例を示す図である。
【図２】実施形態に係る複合機の構成の一例を示す図である。
【図３】実施形態に係るメインメニュー画面の一例を示す図である。
【図４】コピーをジョブとして選択したときに最初に表示されるコピー設定画面の一例を
示す図ある。
【図５】実施形態に係るデフォルト値データの一例を示す図である。
【図６】コピージョブに関し、設定後の状態の一例を示す図である。
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【図７】実施形態に係るプログラム呼出画面の一例を示す図である。
【図８】実施形態に係る設定保存データの登録の流れの一例を示すフローチャートである
。
【図９】実施形態に係る設定保存データの一例を示す図である。
【図１０】実施形態に係る設定保存データの呼出の流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【図１１】実施形態に係る設定値確認画面の一例を示す図である。
【図１２】各画像形成装置の設定保存データをサーバーに記憶させる場合の一例を示す図
である。
【図１３】他の画像形成装置で登録された設定保存データの呼出の流れの一例を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】実施形態に係る設定値確認画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図１～図１４を用いて本発明の実施形態を説明する。以下の説明では、表示入力
装置１を含む複合機１００（画像形成装置に相当）を例に挙げて説明する。但し、本実施
の形態に記載されている構成、配置等の各要素は、発明の範囲を限定するものではなく単
なる説明例にすぎない。
【００１６】
（画像形成装置の概略）
　次に、図１に基づき、実施形態に係る複合機１００の概略を説明する。図１は、実施形
態に係る複合機１００の一例を示す図である。
【００１７】
　図１に示すように、本実施形態の複合機１００は、複合機１００の前面に操作パネル２
２（破線で図示）が設けられる。又、上部に原稿搬送部３ａと画像読取部３ｂが設けられ
る。又、複合機１００の内部には、印刷を行う印刷部４（第１給紙部４ａ、第２給紙部４
ｂ、搬送部４ｃ、画像形成部４ｄ、定着部４ｅ、両面搬送部４ｆ）が設けられる。
【００１８】
　操作パネル２は、複合機１００の状態や各種メッセージや各種設定画面を表示する表示
部２１を備える。また、表示部２１の上面にタッチパネル部２２（入力部に相当）が設け
られる。タッチパネル部２２は、表示部２１で押された部分の位置、座標を検知するため
のものである。タッチパネル部２２の出力に基づき、押された（操作された）ボタンやキ
ー（ソフトキー）が認識される。また、操作パネル２には、スタートキーやテンキーのよ
うな複数のハードキー２３（入力部に相当）も設けられる。
【００１９】
　原稿搬送部３ａは、セットされた原稿を１枚ずつ送り読取用コンタクトガラス（読み取
り位置、不図示）に向けて連続的、自動的に搬送する。画像読取部３ｂは、送り読取用コ
ンタクトガラスを通過する原稿や、載置読取用コンタクトガラス（不図示）にセットされ
た原稿を読み取り、画像データを生成する。
【００２０】
　第１給紙部４ａ、第２給紙部４ｂは、複数の用紙を収容する。印刷ジョブを実行すると
き、第１給紙部４ａと第２給紙部４ｂの何れかが用紙を、１枚ずつ搬送部４ｃに送り込む
。搬送部４ｃは、第１給紙部４ａ又は第２給紙部４ｂから供給された用紙を搬送する。画
像形成部４ｄは、画像データに基づきトナー像を形成し、搬送される用紙にトナー像を転
写する。定着部４ｅは、用紙に転写されたトナー像を定着させる。トナー定着後の用紙は
、排出トレイ４ｇに排出される。両面搬送部４ｆは、両面印刷のとき、片面印刷済の用紙
を画像形成部４ｄの上流側に戻るように、片面印刷済の用紙を搬送する。
【００２１】
（複合機１００のハードウェア構成）
　次に、図２に基づき、実施形態に係る複合機１００のハードウェア構成の一例を説明す
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る。図２は実施形態に係る複合機１００の構成の一例を示す図である。
【００２２】
　複合機１００内に、制御部５が設けられる。制御部５は、画像形成装置の動作を制御す
る。制御部５は、ＣＰＵ５ａ、画像処理部５ｂのような回路を含む。尚、全体制御や画像
処理を行うメイン制御部や、画像形成や各種回転体を回転させるモータ等のＯＮ／ＯＦＦ
等を制御するエンジン制御部のように機能単位で制御を行う部分を分割してもよい。
【００２３】
　ＣＰＵ５ａは、中央演算処理装置である。ＣＰＵ５ａは、記憶部６に記憶されるプログ
ラム、データに基づき画像形成装置の各部の制御や、各種の演算処理を行う。画像処理部
５ｂは、画像データに関する処理を行う。例えば、画像処理部５ｂは、濃度変換や拡大、
縮小等、印刷を行う画像データへの画像処理や、画像読取部３ｂで読み取られた画像デー
タの形式変換などの処理を行える。処理後の画像データは、画像形成部４ｄでのトナー像
形成や、送信に用いられる。
【００２４】
　記憶部６は、不揮発性と揮発性の記憶装置を組み合わせて構成される。具体的に、記憶
部６はＲＯＭ６１、ＲＡＭ６２、ＨＤＤ６３を含む。記憶部６は、複合機１００の制御用
の各種のプログラムやデータ、設定データ、画像データのような各種データを記憶する。
【００２５】
　また、制御部５は、操作パネル２での表示を制御し、タッチパネル部２２やハードキー
２３の出力に基づき、操作パネル２での入力内容（操作されたキーやタブ）を認識する。
そして、制御部５は、操作パネル２で設定された設定値を認識する。制御部５、記憶部６
は、操作パネル２の動作にも関係する。そのため、実施形態に係る表示入力装置１は、表
示部２１、タッチパネル部２２、ハードキー２３、記憶部６、制御部５で構成される（通
信部５１、サーバー２００も含むといえる場合がある）。
【００２６】
　なお、操作パネル２内に使用者の設定操作を認識し、設定操作に応じて画面を表示部２
１に切り替えさせるパネル制御部を設けるようにしてもよい。パネル制御部を設ける場合
、制御部５は、パネル制御部から使用者が行った設定の内容を意味するデータを受け取り
、動作や表示すべき画面の指示をパネル制御部に与える。
【００２７】
　更に、制御部５は、各種コネクタ、ソケット、通信制御用のチップを備えた通信部５１
と接続される。通信部５１は、ネットワークや公衆回線やケーブルを介し、サーバー２０
０やＰＣ３００と通信可能に接続される。通信部５１は、コンピューターと各種データの
やり取りを行える。
【００２８】
　又、制御部５は、操作パネル２、原稿搬送部３ａ、画像読取部３ｂ、印刷部４、通信部
５１のような各部とバスや信号線で接続される。制御部５は、各部、各装置の存在を認識
する。そして、制御部５は、各部を制御することにより、スキャン動作や印刷動作のよう
な複合機１００の動作を制御する。
【００２９】
（操作パネル２での設定）
　次に、図３～図５を用いて、実施形態に係る複合機１００での設定の一例を説明する。
図３は、実施形態に係るメインメニュー画面Ｓ１の一例を示す図である。図４は、コピー
をジョブとして選択したときに最初に表示されるコピー設定画面Ｓ２の一例を示す図ある
。
【００３０】
　操作パネル２の表示部２１は、各種設定画面を表示する。制御部５は、設定画面内のソ
フトキーや操作パネル２に配されたハードキー２３に対する操作に応じ、画面を表示部２
１に切り替えさせる。
【００３１】
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　図３に示すメインメニュー画面Ｓ１は、階層上、最上位の画面である。メインメニュー
画面Ｓ１は、実行しようとするジョブの種類や設定のカテゴリーを選択するための画面で
ある。メインメニュー画面Ｓ１の上方に、選択可能なジョブの種類を示すアイコン（画像
）が付されたジョブ選択キーＫ１が７つ配される。何れかのジョブ選択キーＫ１の表示位
置をタッチすることで、コピー、スキャン送信のようなジョブの種類を選択することがで
きる。そして、制御部５は、タッチパネル部２２の出力に基づき、タッチされたジョブ選
択キーＫ１に対応する設定画面を表示部２１に表示させる。なお、プログラムキーＫ２を
操作したときの詳細は後述する。また、メインメニュー画面Ｓ１の下方には、システム設
定（複合機１００の動作全般に係わる設定、ジョブの実行を伴わない設定）に関するシス
テム関連キー群が配される。
【００３２】
　次に、図４を用いて、ジョブの種類の選択に応じて表示される設定画面の一例を説明す
る。図４は、ジョブの種類としてコピーが選択されたとき（コピーのジョブ選択キーＫ１
が操作されたとき）に最初に表示されるコピー設定画面Ｓ２である。コピー設定画面Ｓ２
は、コピーに関する設定画面のうちの１つである。尚、他種のジョブにも、それぞれ設定
画面が用意されるが、コピー以外のジョブの設定画面の説明は割愛する。
【００３３】
　コピー設定画面Ｓ２は、最初、簡単設定タブＴ１（「Quick Setup」の文字列を含むタ
ブ）が選択された状態で表示される。簡単設定タブＴ１が選択されている状態では、制御
部５は、よく用いるとしてデフォルトで設定された、あるいは、使用者が選択した設定キ
ーを表示部２１に表示させる。図４では、簡単設定タブＴ１が選択された状態では、「用
紙サイズ選択」、「拡大／縮小」、「印刷濃度」、「両面印刷」、「集約印刷」の設定項
目に対応する項目選択キーＫ３、Ｋ４、Ｋ５、Ｋ６、Ｋ７が配されている例を示している
。
【００３４】
　そして、項目選択キーＫ３～Ｋ７の何れかの表示位置がタッチされると、制御部５は、
タッチにより選択された設定項目の設定値を設定するための画面を表示部２１に表示させ
る。例えば、「集約印刷」の設定項目が選択されたとき、「２ｉｎ１」、「４ｉｎ１」と
いった１ページ内に集約するページ数の設定値を設定するための設定画面が表示される。
【００３５】
　又、コピー設定画面Ｓ２に表示されない設定項目（例えば、枠消し、余白設定、読取解
像度設定、原稿サイズ設定など多数）を設定するには、簡単設定タブＴ１に並ぶ原稿／用
紙／仕上げタブＴ２や、カラー／画質タブＴ３や、レイアウト編集タブＴ４や、応用／そ
の他タブＴ５が表示されている位置をタッチする。それぞれの設定項目は、タブＴ２～Ｔ
５のいずれかのタブに関連づけられる。制御部５は、表示位置がタッチされたタブに関連
づけられた設定項目を一覧的に表示し、設定項目を選ぶための画面を表示部２１に表示さ
せる。
【００３６】
　例えば、原稿／用紙／仕上げタブＴ２の表示位置がタッチされたとき、制御部５は、原
稿サイズや用紙サイズや、原稿や用紙の向きや、給紙元のような原稿や用紙に関する設定
項目を選択するための画面を表示部２１に表示させる。尚、他のタブにつていの説明は省
略する。従って、コピー設定画面Ｓ２で操作することにより、設定項目を選ぶための画面
や、選んだ設定項目の設定値を設定する画面を表示させることができる。使用者は、操作
パネル２を操作することにより、所望の結果が得られるように設定値を設定する。
【００３７】
（デフォルト値）
　次に、図３、図５を用いて、各設定項目の設定値のデフォルト値を説明する。図５は、
実施形態に係るデフォルト値データＤ１の一例を示す図である。
【００３８】
　本実施形態の操作パネル２で設定可能な設定項目のそれぞれについて、デフォルト値（
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初期値）が予め定められる。例えば、ジョブの種類（機能）としてコピーを選択し、コピ
ー設定画面Ｓ２が最初に表示されとき、各設定項目の設定値は、デフォルト値とされる。
各設定項目の設定値のデフォルト値が定義されたデフォルト値データＤ１は、記憶部６の
ＲＯＭ６１やＨＤＤ６３に不揮発的に記憶される。
【００３９】
　図５は、コピーの設定項目のデフォルト値を定めたデフォルト値データＤ１の一例を示
す。ＯＮ／ＯＦＦ（設定項目を用いるか否か）で設定値を定めることができるような設定
項目では、デフォルト値は、ＯＦＦとされることが多い。また、濃度や倍率のように、単
純にＯＮ／ＯＦＦでは定められず、複数段階のうち１つを選択して設定値を定めるような
設定項目では、経験上、最もよく用いられる設定値がデフォルト値とされることが多い。
例えば、コピー機能のうち、濃度の設定項目は、「標準」がデフォルト値とされ、倍率の
設定項目は、「１００％」がデフォルト値とされる。
【００４０】
　設定値を何ら変更しないままスタートキーが押されると、制御部５は、全ての設定項目
の設定値がデフォルト値であると扱い、印刷部４、画像読取部３ｂ、通信部５１のような
ジョブを実行する部分にジョブを実行させる。
【００４１】
　制御部５は、各設定項目の現在の設定値を格納した現在値データＤ２（図２参照）を記
憶部６に記憶させる。現在値データＤ２は、ＲＡＭ６２内の所定の記憶領域に格納される
。用いるジョブが選択され、選択したジョブの設定画面を最初に表示するとき、制御部５
は、デフォルト値データＤ１をＲＯＭ６１やＨＤＤ６３からＲＡＭ６２に読み出す。そし
て、制御部５は、デフォルト値を現在値データＤ２に書き込む。例えば、コピーが選択さ
れ、最初にコピー設定画面Ｓ２が表示させるとき、制御部５は、コピーの各設定項目のデ
フォルト値データＤ１を現在値データＤ２に書き込む（初期では、現在値データＤ２＝デ
フォルト値データＤ１）。
【００４２】
　使用者が設定値をデフォルト値から変更する操作を行ったとき、制御部５は、現在値デ
ータＤ２のうち変更された設定項目の設定値を、デフォルト値から変更後の値となるよう
に、記憶部６に現在値データＤ２を更新させる。倍率、濃度、両面印刷のような設定項目
の設定値が変更されるごとに、制御部５は、現在値データＤ２中の変更された設定項目に
対応する値を、設定された値に変更する。ジョブの実行指示がなされたとき（スタートキ
ーが押されたとき）、制御部５は、現在値データＤ２に記された各設定項目の設定値に基
づき、印刷部４、画像読取部３ｂ、通信部５１のようなジョブを実行する部分にジョブを
実行させる。
【００４３】
　なお、本実施形態の操作パネル２では、各設定項目のデフォルト値を変更することがで
きる。デフォルト値を変更するには、メインメニュー画面Ｓ１のシステムメニューキーＫ
８を操作する。その結果、制御部５は、システムメニュー画面（不図示）を表示部２１に
表示させる。システムメニュー画面でジョブの種類の選択と、デフォルト値を変更する設
定項目の選択と、変更後のデフォルト値の入力を行うことにより、選んだ設定項目のデフ
ォルト値を変更することができる。タッチパネル部２２が変更後のデフォルト値を定める
入力を受け付けたとき、制御部５は、デフォルト値データＤ１のうち、対応する設定項目
のデフォルト値を記憶部６に更新させる。
【００４４】
（設定保存データＤ３の登録）
　次に、図６～図９を用いて、設定保存データＤ３の登録を説明する。図６は、コピージ
ョブに関し、設定後の状態の一例を示す図である。図７は、実施形態に係るプログラム呼
出画面Ｓ３の一例を示す図である。図８は、実施形態に係る設定保存データＤ３の登録の
流れの一例を示すフローチャートである。図９は、実施形態に係る設定保存データＤ３の
一例を示す図である。
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【００４５】
　本実施形態の操作パネル２、複合機１００では、使用者は、実行しようとするジョブの
種類に対し設けられた設定項目を選択し、所望の結果が得られるように、設定値を設定す
ることができる。
【００４６】
　図６は、使用者が設定を行った後のコピー設定画面Ｓ２の一例を示す。図４と比較して
、図６は、用紙サイズについては「Ａｕｔｏ」から「Ａ４」に、両面印刷については「Ｏ
ｆｆ」から「Ｏｎ」に、集約印刷については「Ｏｆｆ」から「２ｉｎ１」に、それぞれ設
定値が変更された状態を示している。
【００４７】
　図６に示すような設定値を設定してコピージョブを実行することが多いとき、設定状態
を保存（登録）しておき、保存した設定状態を呼び出すだけで、登録時の設定状態を再現
できれば便利である。使用者は、コピージョブを実行するたびに、いつもの設定項目を選
択し、いつもの設定値を設定する手間が無くなる。
【００４８】
　そこで、本実施形態の操作パネル２、複合機１００では、設定状態を設定保存データＤ
３として登録することができる。なお、設定保存データＤ３は「プログラム」と、設定状
態を登録する機能は、「プログラム機能」と称されることがある。
【００４９】
　設定状態を登録するには、所望の設定値を設定したのち、各設定画面に表示されるプロ
グラムタブＴ６（図４、図７参照）をタッチする。タッチパネル部２２の出力に基づき、
プログラムタブＴ６への操作を認識すると、制御部５は、プログラム呼出画面Ｓ３（図７
参照）を表示部２１に表示させる。プログラム呼出画面Ｓ３は、設定状態（設定保存デー
タＤ３）の登録と呼出に用いられる。
【００５０】
　プログラム呼出画面Ｓ３には、新規登録キーＫ９と編集キーＫ１０が表示される。新規
登録キーＫ９は、新たに設定状態を登録するときに操作される。なお、編集キーＫ１０は
、登録済みの設定状態（設定保存データＤ３）の内容を編集するときに操作される。
【００５１】
　タッチパネル部２２の出力に基づき新規登録キーＫ９への操作を認識したとき、制御部
５は、設定保存データＤ３の登録処理を開始する。以下、図８、図９を用いて、設定保存
データＤ３の登録処理の流れを説明する。
【００５２】
　図８のフローチャートのスタートは、新規登録キーＫ９が操作された時点である。この
時点で、使用者は操作パネル２を、登録したい設定値が設定されている状態としている。
【００５３】
　まず、制御部５は、現在値データＤ２に基づき、デフォルト値と変更されている設定値
を確認する（ステップ♯１１）。続いて、制御部５は、現在値データＤ２とステップ♯１
１での確認に基づき、ジョブの種類に対して設けられた全設定項目のそれぞれの設定値が
含まれ、それぞれの設定項目の設定値がデフォルト値から変更されたか否かを示すデータ
を含む設定保存データＤ３を生成する（ステップ♯１２）。
【００５４】
　現在値データＤ２は各設定項目の現在設定されている設定値を示す。そこで、現在の設
定状態を保存するため、制御部５は、現在値データＤ２をコピーして設定保存データＤ３
の一部を生成する。現在値データＤ２を用いるので、設定保存データＤ３は、実行しよう
と選択しているジョブの種類に対して設けられた全設定項目のそれぞれの設定値を含む。
設定保存データＤ３では、デフォルト値から変更のあった設定項目については変更後の設
定値が、デフォルト値から変更のなかった設定項目についてはデフォルト値が、設定値と
して定義される。更に、制御部５は、設定項目ごとにデフォルト値から変更された設定値
であるか否かを示すデータを設定保存データＤ３に含める。
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【００５５】
　続いて、制御部５は、登録しようとする設定保存データＤ３（プログラム）の名前の入
力を認識する（ステップ♯１３）。このとき、制御部５は、名前入力用の画面を表示させ
、タッチパネル部２２の出力に基づき入力された名前を認識する。
【００５６】
　名前入力用の画面での名前入力が完了すると、制御部５は、記憶部６のＨＤＤ６３やＲ
ＯＭ６１のような不揮発的な記憶領域に、名前を付した設定保存データＤ３を記憶させる
（ステップ♯１４→エンド）。これにより、設定保存データＤ３が生成され、プログラム
として登録される。なお、制御部５は、設定保存データＤ３を記憶部６に記憶させるとと
もに、生成した設定保存データＤ３を後述のサーバー２００に向けて通信部５１に送信さ
せてもよい。これにより、生成された設定保存データＤ３をサーバー２００にも記憶させ
ることができる。
【００５７】
　図９は、登録された設定保存データＤ３の一例を示す。登録された設定保存データＤ３
では、各設定項目に対し、設定値とデフォルト値からの変更の有無を示すデータが付され
る。そして、コピー機能ならばコピーの全設定項目、送信機能ならば送信の全設定項目の
設定値を含む設定保存データＤ３が登録される。
【００５８】
（設定保存データＤ３の呼出）
　次に、図７、図１０、図１１を用いて、設定保存データＤ３の呼出について説明する。
図１０は、実施形態に係る設定保存データＤ３の呼出の流れの一例を示すフローチャート
である。図１１は、実施形態に係る設定値確認画面Ｓ４の一例を示す図である。
【００５９】
　本実施形態の操作パネル２、複合機１００では、登録した設定保存データＤ３（プログ
ラム）を呼び出す操作を行うだけで、保存した設定状態を再現できる。設定保存データＤ
３を呼び出すには、プログラム呼出画面Ｓ３（図７参照）を表示させる必要がある。上述
のように、使用者は、ジョブの種類を選択した後、コピー設定画面Ｓ２のような設定画面
に表示されるプログラムタブＴ６を操作することにより、プログラム呼出画面Ｓ３を表示
させることができる。また、メインメニュー画面Ｓ１（図３参照）に配されたプログラム
キーＫ２を操作しても、プログラム呼出画面Ｓ３を表示させることができる。
【００６０】
　プログラム呼出画面Ｓ３には、複数の呼出キーＫ１１が配される。それぞれの呼出キー
Ｋ１１には、通し番号が付される。図７の例では、対応する設定保存データＤ３が存在し
ている呼出キーＫ１１に対してのみ符号を付す。制御部５は、呼出キーＫ１１の内側に対
応する設定保存データＤ３（プログラム）の名前を表示部２１に表示させる。新規登録さ
れた設定保存データＤ３は、空白（名前が入っていない）の呼出キーＫ１１と対応付けら
れる。新規登録された設定保存データＤ３の名前が空白であった呼出キーＫ１１の内側に
表示されるようになる。
【００６１】
　使用者は、呼び出したい設定保存データＤ３に対応する呼出キーＫ１１を操作する。制
御部５は、タッチパネル部２２の出力に基づき操作された呼出キーＫ１１を認識し、呼出
キーＫ１１に対応する設定保存データＤ３を呼び出しがなされたと認識する。
【００６２】
　続いて、図１０を用いて、設定保存データＤ３が呼び出されたときの処理の流れの一例
を説明する。図１０のスタートは、制御部５がタッチパネル部２２の出力に基づき、設定
保存データＤ３の呼び出し入力がなされたと認識した時点である。
【００６３】
　まず、制御部５は、呼び出された設定保存データＤ３の各設定値のうち、デフォルト値
から変更されないで登録された設定値を確認する（ステップ♯２１）。そして、制御部５
は、デフォルト値から変更されないで登録されたそれぞれの設定値のうち、現在のデフォ
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ルト値と異なる設定値を抽出する（ステップ♯２２）。
【００６４】
　そして、制御部５は、ステップ♯２１とステップ♯２２に基づき、設定値を抽出できた
か否かを確認する（ステップ♯２３）。抽出できなかったとき（ステップ♯２１とステッ
プ♯２２の両方の条件に合致する設定値がなかったとき、ステップ２３のＮｏ）、制御部
５は、設定保存データＤ３に定義されたそれぞれの設定値を現在値データＤ２に書き込む
ことにより、設定保存データＤ３の登録時の設定状態を再現する（ステップ♯２４→エン
ド）。
【００６５】
　一方、設定値を抽出したとき（ステップ♯２１とステップ♯２２の両方の条件に合致す
る抽出設定値があったとき、ステップ２３のＹｅｓ）、制御部５は、抽出設定値と現在の
デフォルト値を含む設定値確認画面Ｓ４を表示部２１に表示させる（ステップ♯２５）。
複数、抽出設定値があるとき、制御部５は、何れか１つの抽出設定値と、これに対応する
現在のデフォルト値を表示部２１に表示させる。
【００６６】
　図１１は、コピージョブに関する設定保存データＤ３が呼び出されたときに表示される
設定値確認画面Ｓ４の一例を示す。図１１に示すように、制御部５は、抽出設定値の設定
項目と、抽出設定値と、現在のデフォルト値が含まれるように、設定値確認画面Ｓ４を表
示部２１に表示させる。図１１では、設定保存データＤ３の登録時、集約印刷に関しては
デフォルト値からの変更がなかったため、「Ｏｆｆ（集約印刷しない）」の設定値で登録
されており、現在のデフォルト値が２ｉｎ１である例を示している。
【００６７】
　例えば、使用者は、集約印刷のデフォルト値である「Ｏｆｆ」を変更せずに設定保存デ
ータＤ３の登録を行ったとする。全ての設定項目の設定値について設定保存データＤ３が
登録されるので、集約印刷はデフォルト値の「Ｏｆｆ」で登録される。設定保存データＤ
３の登録後、「できるだけ用紙やトナーの消費を減らす」との社内方針のために、管理者
が操作パネル２に入力を行って、集約印刷のデフォルト値の「２ｉｎ１」への変更がなさ
れることがある。
【００６８】
　従来、デフォルト値の変更後、設定保存データＤ３を呼び出してコピージョブを行うと
、設定保存データＤ３の各設定値がそのまま適用される。その結果、集約印刷されていな
い（１ページ内に複数分の内容が収められていない）印刷物が得られる。集約印刷された
印刷物を得たいと思っていた使用者にとっては、意図しない出力結果となる。
【００６９】
　デフォルト値の変更があったとき、所望の出力を得るには、設定保存データＤ３を呼び
出した後、デフォルト値の変更があった設定項目の再設定が必要となる場合がある。しか
し、使用者は、デフォルトから変更した設定値についてはよく記憶しているが、デフォル
トから変更しなかった設定項目についての意識は薄い。そのため、設定のやり直しをしな
いままジョブを実行しやすい。一方、変更前のデフォルト値を適用したジョブの出力を得
たい場合もあり、変更後のデフォルト値にのみ置き換えるようにすることも好ましくない
。そこで、本実施形態の操作パネル２、複合機１００では、設定値確認画面Ｓ４を表示さ
せる。
【００７０】
　そして、設定値確認画面Ｓ４には、不変更キーＫ１２と、デフォルト値適用キーＫ１３
が配される。抽出設定値に対応する設定項目に、設定保存データＤ３で定められた設定値
を用いるとき、使用者は、不変更キーＫ１２を操作する。一方、使用者は、抽出設定値に
対応する設定項目に、現在のデフォルト値を用いるとき、デフォルト値適用キーＫ１３を
操作する。
【００７１】
　制御部５は、不変更キーＫ１２が操作されたか否かを確認する（ステップ♯２６）。タ
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ッチパネル部２２の出力に基づき不変更キーＫ１２が操作されたと認識したとき（ステッ
プ♯２６のＹｅｓ）、制御部５は、設定保存データＤ３の設定値が選択されたと認識する
（ステップ♯２７）。一方、デフォルト値適用キーＫ１３が操作されたとき（ステップ♯
２６のＮｏ）、制御部５は、現在のデフォルト値が選択されたと認識する（ステップ♯２
８）。
【００７２】
　そして、制御部５は、全ての抽出設定値に対する値の選択がなされたか否かを確認する
（ステップ♯２９）。全ての抽出設定値に対する値の選択がなされていないとき（ステッ
プ♯２９のＮｏ）、制御部５は、まだ値の選択がなされていない抽出設定値のうちの１つ
と、表示する抽出設定値の現在のデフォルト値を含む別の設定値確認画面Ｓ４を表示部２
１に表示させる（ステップ♯２１０）。
【００７３】
　全ての抽出設定値に対する値が選択済のとき（ステップ♯２９のＹｅｓ）、制御部５は
、操作パネル２の設定状態を、抽出設定値については選択された設定値が設定された状態
とし、抽出設定値以外の設定値については設定保存データＤ３の設定値が設定された状態
とする（ステップ♯２１１→エンド）。言い換えると、制御部５は、抽出設定値について
は選択された設定値を、抽出設定値以外の設定値については設定保存データＤ３の設定値
を現在値データＤ２に書き込む。
【００７４】
（他の画像形成装置で登録された設定保存データＤ３の呼出）
　次に、図１２～図１４を用いて、他の画像形成装置で登録された設定保存データＤ３の
呼出について説明する。図１２は、各画像形成装置の設定保存データＤ３をサーバー２０
０に記憶させる場合の一例を示す図である。図１３は、他の画像形成装置で登録された設
定保存データＤ３の呼出の流れの一例を示すフローチャートである。図１４は、実施形態
に係る設定値確認画面Ｓ５の一例を示す図である。
【００７５】
　設定保存データＤ３を呼び出す操作だけで、複数の設定項目の設定値を所望の設定値に
できる。設定保存データＤ３は複合機１００（表示入力装置１）に登録することができる
。しかし、設定保存データＤ３を各画像形成装置で共用できれば、各画像形成装置で同じ
内容の設定保存データＤ３を登録する手間を省くことができる。そこで、各画像形成装置
がアクセス可能なサーバー２００（ローカルネットワーク内に設けられたデータサーバー
）にも、各画像形成装置で登録された設定保存データＤ３を記憶させることがある。
【００７６】
　サーバー２００は、ＨＤＤ６３のような大容量で不揮発性の記憶装置２０１を含む（図
１２参照）。そして、サーバー２００は、本実施形態の複合機１００の通信部５１や、他
の画像形成装置とネットワークを介し、通信可能に接続される。図１２に示すように、サ
ーバー２００は、各画像形成装置で登録された設定保存データＤ３（設定状態、プログラ
ム）を、各画像形成装置から受信する。サーバー２００の記憶装置２０１は、受信した設
定保存データＤ３を記憶する。これにより、サーバー２００にアクセスし、他の画像形成
装置で登録された設定保存データＤ３を取得することができる。言い換えると、他の画像
形成装置で登録された設定保存データＤ３を自機で呼び出すことができる。
【００７７】
　しかし、他の画像形成装置と自機（複合機１００）の機種が同じであるとは限らない。
他の画像形成装置で登録された設定保存データＤ３であるので、呼び出した画像形成装置
には設けられていない設定項目について設定値が定められている場合がある。このような
場合、従来では、設定保存データＤ３の形式不一致のエラーとして処理されていた。その
ため、他の画像形成装置で登録された設定保存データＤ３を利用できない場合があった。
【００７８】
　例えば、カラー印刷対応の画像形成装置で、カラー印刷の設定項目の設定値がＯＮの設
定保存データＤ３がサーバー２００に登録されたとする。使用者は、カラー印刷をＯＮす
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る設定をしなくても、デフォルト値がカラー印刷ＯＮであるとき、カラー印刷の設定値が
ＯＮの設定保存データＤ３がサーバー２００に登録される。
【００７９】
　そして、白黒印刷のみ可能な画像形成装置（カラー非対応の画像形成装置）がサーバー
２００にアクセスし、カラー印刷ＯＮの設定値の設定保存データＤ３を呼び出したとき、
呼び出した側のモノクロの画像形成装置では、カラー印刷の設定項目自体がない。また、
カラー印刷対応機種では、各色のバランス、色相調整、彩度調整といった設定項目が設け
られることもあり、カラー印刷に関する設定項目が複数設けられることがある。モノクロ
の画像形成装置では、カラー印刷に関する設定項目の設定値を適用できない。そのため、
モノクロの画像形成装置では、カラー印刷に関する設定項目の設定値を含む設定保存デー
タＤ３を利用した出力を行えなかった。
【００８０】
　そこで、本実施形態の操作パネル２、複合機１００では、他の画像形成装置で登録され
た設定保存データＤ３をより活用できるようにする。そこで、図１３を用いて、サーバー
２００に記憶された設定保存データＤ３の呼出の流れの一例を説明する。
【００８１】
　まず、操作パネル２では、サーバー２００へのアクセスを指示することができる。タッ
チパネル部２２の出力に基づき、サーバー２００へのアクセス指示を認識すると、制御部
５は、サーバー２００へのアクセスを通信部５１に行わせる。サーバー２００は、名前や
登録した画像形成装置名のような記憶装置２０１に記憶される各設定保存データＤ３の出
所を示す情報を記憶している。制御部５は、サーバー２００から、各設定保存データＤ３
の出所を示す情報を通信部５１に取得させる。そして、制御部５は、取得した情報に基づ
き、サーバー２００に記憶されている設定保存データＤ３の一覧を表示部２１に表示させ
る。
【００８２】
　そして、表示された設定保存データＤ３のうち１つを指定する操作が、サーバー２００
に記憶された設定保存データＤ３を呼び出す操作として受け付けられる。図１３のスター
トは、サーバー２００に記憶された設定保存データＤ３を呼び出す操作がなされた時点で
ある。
【００８３】
　まず、制御部５は、サーバー２００との通信を通信部５１に行わせ、指定された設定保
存データＤ３を通信部５１に取得させる（ステップ♯３１）。次に、制御部５は、取得し
た設定保存データＤ３のうち、使用できない設定値（使用不可設定値）を抽出する（ステ
ップ♯３２）。具体的に、制御部５は、取得した設定保存データＤ３のうち、設けられて
いない設定項目の設定値を抽出する。
【００８４】
　そして、制御部５は、使用不可設定値を抽出できたか否かを確認する（ステップ♯３３
）。使用不可設定値がなかったとき（ステップ３３のＮｏ）、制御部５は、取得した設定
保存データＤ３に定義されたそれぞれの設定値を現在値データＤ２に書き込むことにより
、サーバー２００に記憶された設定保存データＤ３の登録時の設定状態を再現する（ステ
ップ♯３４→エンド）。
【００８５】
　一方、使用不可設定値があったとき（ステップ３３のＹｅｓ）、制御部５は、使用不可
設定値を含む設定値確認画面Ｓ５を表示部２１に表示させる（ステップ♯３５）。複数、
使用不可設定値があるとき、制御部５は、何れか１つの使用不可設定値を表示部２１に表
示させる。
【００８６】
　まず、本実施形態の複合機１００は、モノクロ機である。そして、図１４は、ステップ
♯３３でＹｅｓのときに表示される設定値確認画面Ｓ５の一例を示す。図１４は、コピー
ジョブに関する設定保存データＤ３であって、カラー印刷可能な画像形成装置で登録され
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た設定保存データＤ３がサーバー２００から呼び出されたときに表示される設定値確認画
面Ｓ５の一例である。図１４に示すように、制御部５は、使用不可設定値を設定値確認画
面Ｓ５内に表示させる。図１４では、呼び出したサーバー２００の設定保存データＤ３で
は、カラー印刷を行う設定値となっている例を示している。
【００８７】
　そして、設定値確認画面Ｓ５には、キャンセルキーＫ１４と、無効化キーＫ１５が配さ
れる。呼び出した設定保存データＤ３を用いないとき、使用者は、キャンセルキーＫ１４
を操作する。一方、使用者は、使用不可設定値を無効化して使わないようにするとき、無
効化キーＫ１５を操作する。
【００８８】
　制御部５は、キャンセルキーＫ１４が操作されたか否かを確認する（ステップ♯３６）
。タッチパネル部２２の出力に基づきキャンセルキーＫ１４が操作されたと認識したとき
（ステップ♯３６のＹｅｓ）、本フローは終了すればよい（エンド）。一方、無効化キー
Ｋ１５が操作されたとき（ステップ♯３６のＮｏ）、制御部５は、使用不可設定値を無効
化する選択がなされたと認識する（ステップ♯３７）。
【００８９】
　そして、制御部５は、全ての使用不可設定値に対し、設定値を無効化する選択がなされ
たか否かを確認する（ステップ♯３８）。全ての使用不可設定値が、無効化されていない
とき（ステップ♯３８のＮｏ）、制御部５は、まだ無効化されていない使用不可設定値を
含む設定値確認画面Ｓ５を表示部２１に表示させる（ステップ♯３９）。
【００９０】
　全ての使用不可設定値が無効化されたとき（ステップ♯３８のＹｅｓ）、制御部５は、
操作パネル２の設定状態を、使用不可設定値以外の設定値については設定保存データＤ３
の設定値が設定された状態とする（ステップ♯３１０→エンド）。言い換えると、制御部
５は、使用不可設定値を用いず、使用不可設定値以外の設定値については設定保存データ
Ｄ３の設定値を現在値データＤ２に書き込む。
【００９１】
　尚、モノクロ機でカラー設定は適用できないが、使用不可設定値は、他の値で代用でき
る場合がある。関連する設定項目があるが、設定できる設定値が完全に対応していない場
合がある。例えば、同系統の機種であるが、上位クラス（高価格帯）の画像形成装置で設
定できる設定値の一部が下位クラス（低価格帯）の画像形成装置では、選択できなくなっ
ている場合がある。
【００９２】
　使用不可設定値を他の設定値で代用できる場合もあるので、制御部５は、使用不可設定
値を用いない場合に代用する設定値（代用値）を設定値確認画面Ｓ５内に表示させるよう
にしてもよい。代用値を設定値確認画面Ｓ５内に表示するようにする場合、記憶部６は、
どの使用不可設定値をどの代用値に置き換えるかを定めた代用値データＤ４を記憶する。
代用値データＤ４は、サーバー２００に記憶させておき、サーバー２００から代用値デー
タＤ４を取得するようにしてもよい。
【００９３】
　制御部５は、代用値データＤ４を用いて、使用不可設定値を用いない場合に代用される
設定値を表示部２１に表示させる。この場合、制御部５は、表示された代用値を用いる選
択を受け付けるためのキーを設定値確認画面Ｓ５内に表示する。そして、制御部５は、タ
ッチパネル部２２の出力に基づき代用値を用いる選択を認識したとき、制御部５は、使用
不可設定値の設定項目の設定値として、代用値を現在値データＤ２に書き込む。また、制
御部５は、使用不可設定値以外の設定値については設定保存データＤ３の設定値を現在値
データＤ２に書き込む。これにより、操作パネル２では、設定保存データＤ３に定められ
た内容をほぼ反映した設定値が設定された状態となる。
【００９４】
　このようにして、実施形態に係る表示入力装置１は、表示部２１、入力部、記憶部６、
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制御部５を含む。表示部２１は、表示を行う。入力部（タッチパネル部２２、ハードキー
２３）は、使用者による入力を受け付ける。記憶部６（サーバー２００を含む）は、それ
ぞれの設定項目の現在の設定値を示す現在値データＤ２と、それぞれの設定項目の設定値
のデフォルト値を定めたデフォルト値データＤ１と、呼び出すことにより設定状態を再現
するためのデータであって、それぞれの設定項目の登録時の設定値が定義されるとともに
、それぞれの設定値が登録時のデフォルト値から変更された設定値であるか否かを示すデ
ータを含む設定保存データＤ３とを記憶する。
制御部５は、設定保存データＤ３を呼び出す操作が入力部になされたとき、呼び出された
設定保存データＤ３の設定値のうち、設定保存データＤ３の登録時にデフォルト値から変
更されずに登録された設定値であって現在のデフォルト値と異なる設定値を抽出し、設定
値を抽出できなかったとき、設定保存データＤ３に定義されたそれぞれの設定値を現在値
データＤ２に書き込むことにより設定保存データＤ３の登録時の設定状態を再現し、設定
値を抽出できたとき、抽出された設定値である抽出設定値の登録時の値と現在のデフォル
ト値を表示部２１に表示させ、抽出設定値の登録時の値と現在のデフォルト値のうち入力
部への操作により使用者に選択された値と、抽出設定値以外の設定値については設定保存
データＤ３に定義された設定値とを、現在値データＤ２に書き込む。
【００９５】
　これにより、設定保存データＤ３の登録後、デフォルト値が変更されたとき、設定保存
データＤ３で定められた設定値のうち、現在のデフォルト値と異なるものが自動的に抽出
される。そして、抽出結果が表示される。従って、確認すべき設定値が使用者に示される
。また、抽出設定値の設定項目について、変更後のデフォルト値を用いるか、設定保存デ
ータＤ３に定められた設定値を用いるかを選択することができる。従って、使用者の意図
しない内容の出力はなされなくなる。また、登録した設定状態（設定保存データＤ３）を
呼び出して利用する機能を使いやすくすることができる。
【００９６】
　設定保存データＤ３は、外部の記憶部６（サーバー２００を含む）としてのサーバー２
００に記憶される場合がある。そして、設定保存データＤ３の共用の観点から、サーバー
２００に、各表示入力装置１（各画像形成装置（複合機１００））で登録された設定保存
データＤ３をまとめて記憶させる場合がある。これにより、使用中の表示入力装置１で、
他の表示入力装置１で登録された設定保存データＤ３を呼び出すことが可能となる。しか
し、他の表示入力装置１で登録された設定保存データＤ３には、自機に搭載されていない
設定項目の設定値が含まれる場合がある。この場合、従来、形式不適合としてエラーとし
て扱われていた。
【００９７】
　そこで、入力部（タッチパネル部２２、ハードキー２３）は、通信可能に接続されたサ
ーバー２００に記憶された設定保存データＤ３を呼び出す操作を受け付ける。制御部５は
、サーバー２００から得られた設定保存データＤ３の設定値のうち、設けられていない設
定項目の設定値である使用不可設定値を抽出し、抽出された使用不可設定値がないとき、
サーバー２００から得られた設定保存データＤ３に定義されたそれぞれの設定値を現在値
データＤ２に書き込むことにより設定保存データＤ３の登録時の設定状態を再現し、使用
不可設定値を抽出したとき、抽出された使用不可設定値を表示部２１に表示させ、続けて
、使用不可設定値を無効とする入力が入力部になされたとき、設定保存データＤ３のうち
、使用不可設定値以外の設定値を現在値データＤ２に書き込む。
【００９８】
　　これにより、サーバー２００から取得した設定保存データＤ３に自機に搭載されてい
ない設定項目の設定値が含まれていても、エラー扱いしなくて済むようになる。そして、
使用者は、サーバー２００から取得した設定保存データＤ３の内容をほぼ反映したジョブ
を実行させ得る。
【００９９】
　また、入力部（タッチパネル部２２、ハードキー２３）は、設定項目を選択する入力と
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、選択した設定項目の設定値を設定する入力と、設定保存データＤ３を新たに登録する旨
の登録入力を受け付ける。制御部５は、入力部が登録入力を受け付けたとき、現在値デー
タＤ２を設定保存データＤ３として記憶部６（サーバー２００を含む）に記憶させる。こ
れにより、使用者は、所望する結果（出力）が得られるように設定値を定めた状態を設定
保存データＤ３として登録できる。
【０１００】
　　社内の方針や必要性の観点から、予め定められた各設定項目のデフォルトの設定値を
変えたい場合がある。そこで、入力部（タッチパネル部２２、ハードキー２３）は、設定
項目を選択する入力と、選択した設定項目のデフォルト値を変更する入力を受け付ける。
制御部５は、デフォルト値を変更する入力がなされたとき、変更後の値となるようにデフ
ォルト値データＤ１を記憶部６に更新させる。これにより、任意に設定項目を選択し、選
択した設定項目のデフォルトの設定値を所望の値に変更することができる。
【０１０１】
　また、実施形態ら係る画像形成装置（複合機１００）は、上述の表示入力装置１を含む
。これにより、表示入力装置１での設定状態を登録することができ、登録した設定保存デ
ータＤ３を呼び出してジョブを実行しても、使用者が意図しない出力がなされない画像形
成装置（複合機１００）を提供することができる。
【０１０２】
　本発明の実施形態を説明したが、本発明の範囲はこれに限定されるものではなく、発明
の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えて実施することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　本発明は、表示部やタッチパネル部を含む表示入力装置、画像形成装置に利用可能であ
る。
【符号の説明】
【０１０４】
１００　複合機（画像形成装置）　　　　　１　　　表示入力装置
２１　　表示部　　　　　　　　　　　　　２２　　タッチパネル部（入力部）
２３　　ハードキー（入力部）　　　　　　５　　　制御部
６　　　記憶部　　　　　　　　　　　　　２００　サーバー
Ｄ１　　デフォルト値データ　　　　　　　Ｄ２　　現在値データ
Ｄ３　　設定保存データ（プログラム）
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